
	NPO法人マイWay若年性認知症サポートデスクにご相談いただいた皆様へのお知らせ


	
研究へのご理解とご協力のお願い
	日ごろより、NPO法人マイwayの活動にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。この度、当法人において、東京都健康長寿医療センター研究所と共同し、これまで当法人が支援してきた若年性認知症のご本人やご家族の皆さまへの支援記録の情報をもとに、若年性認知症のご本人・ご家族の生活再構築プロセスと支援のあり方を明らかにし、今後の支援モデル開発につなげる研究を実施いたします。
皆さまに新たにご協力いただくことはなく、これまでにお預かりした支援内容などの情報を匿名化して分析します。これまでご相談いただいた皆様には、個別に現在の生活情報に関するアンケートとともに、研究参加への同意をお伺いする調査票をお送りしておりますので、ご意向をお知らせ下さい。なお、転居等で調査票が届いていない方におかれましては、お手数ですが、研究にご協力いただけない場合は下記の問い合わせ先へご連絡ください
この研究へのご協力は任意であり、対象者となることを希望されない場合でも何ら不利益が生じることはございません。研究協力のご辞退、また、研究資料の閲覧・開示、個人情報の取り扱い、その他研究に関するご質問は2026年6月末日までに下記の問い合わせ先へご連絡下さい。ご辞退される場合は本研究からのデータ削除を行います。



（１）研究の概要について
	研究課題名：若年性認知症者の生活再構築プロセスの解明と実践モデル開発に関する研究
研究期間：2026年4月3日～2030年3月31日
研究責任者：地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所　
自立促進と精神保健研究チーム　山下真里



（２）研究の意義、目的について
	若年性認知症の当事者やご家族は、発症時期や生活課題が多様であり、支援の届きにくさが指摘されています。
本研究では、NPO法人マイwayが実施してきた支援記録等を活用し、若年性認知症の方および家族介護者の抱える生活上の問題や実際行われた支援、その後の経過などを明らかにすることを目的とします。最終的には、その結果を視覚的にわかりやすく利用できるように、リーフレット等を作成いたします。



（3） 研究の対象
	これまでに、マイWayにおける若年性認知症サポートデスクでの相談を受けられた方（匿名相談を除く）。



（４）研究の方法について（研究に用いる試料・情報の種類）
	これまでの相談や支援活動の中で記録された情報（年齢、世帯構成、診断名、支援経過など）を、個人が特定されないよう匿名化（年齢は「50歳代」「60歳代」などに変換）したうえで、質的研究手法により内容を類型化・統合し、分析を行います。氏名や住所など、個人を特定できる情報は一切使用しません。



（５）個人情報保護について
	研究にあたっては、個人を直接特定できる情報は使用されません。また、研究発表時にも個人情報は使用されません。その他、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（厚生労働省・文部科学省・経済産業省）」および「同指針ガイダンス」に則り、個人情報を管理・保護いたします。



（６）研究成果の公表について
	この研究成果は、若年性認知症の方の支援に役立てるとともに、マイwayホームページ、学術雑誌などで公表いたします。



（７）お問い合わせ先
	住所：神奈川県川崎市高津区下作延6-4-3 エムズヒル2・3階
特定非営利活動法人マイWay　TEL : 044-833-5886　平日　10時～16時　担当者：渡辺



